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条件反射制御法学会会則 

 

第１条(学会の名称) 

本学会は、条件反射制御法学会と称す。 

 

第２条(所在地) 

本学会の所在地を理事長が所属する機関におく。 

 

第３条（学会の目的） 

本学会は、ヒトの行動原理を明確にして、生活を阻害する神経活動が反復して生じる状態に対す

る条件反射制御法の実践技術の向上を図る学術研究の促進、並びに反復する違法行為に対応する社

会制度のあり方に関する学術研究の促進を目的とする。 

 

第４条(事業内容) 

本学会は次の事業を行う。 

１．年次学術集会、総会、講演会、及び研修会の開催 

２．会員の交流により情報交換、知識技術に関する事業 

３．機関誌、あるいは印刷物の発行 

４．その他の本学会の目的達成に必要な事業 

 

第５条(会員) 

１．会員は本学会の目的に賛同し、会費を納入した者とする。 

２．退会するときは、その旨を本会事務局に届けること。ただし既納会費は返却しない。また連

続して２年間会費を滞納した場合、自動的に会員資格を失うものとする。 

 

第６条(理事) 

１．理事の定員は10名以上15名以内とし、当会選挙規定に従って選出される。任期は2年とし、再任を

妨げない。任期中に理事が9名以下になったときには、当会選挙規定に従って補欠選挙を行う。新た

な理事は残りの任期を務める。 

２．理事長は、理事間の話し合いにより理事の中から1名選任され、本学会を代表する。任期中に欠員

が出れば、理事間の話し合いにより理事の中から1名を選任する。 

３．副理事長は、理事間の話し合いにより理事の中から2名選任され、理事長を補佐する。任期中に欠

員が出れば、理事間の話し合いにより補充し、2名にする。 

４．事務局長は、理事間の話し合いにより理事の中から1名選任され、本学会の運営のための事務的

業務を司る。任期中に欠員が出れば、理事間の話し合いにより理事の中から1名を選任する。 
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５．理事長は理事会を集合してあるいはインターネットを通じた画面を用いて開催し、理事は理事会に

参加し、理事長を議長として本学会の会務に関する事項を決議し、執行する。理事会の議事は出席理

事の過半数を持って決し、可否同数の場合は、議長の決するところとする。理事は理事会に参加で

きないときには、委任状を提出することができる。理事長は緊急を要する場合、理事会に代えて、書

面、ファクシミリ、電子メールにより他の理事の意見を求めることができる。 

 

第７条(監事) 

１．監事の定員は2名とし、当会選挙規定に従って選出される。任期は2年とする。任期中に欠員が生じ

たときには、欠員を補充する選挙を当会選挙規定に従って行う。新たな監事は残りの任期を務める。 

２．監事は、会務・経理を監査する。 

 

第８条(倫理委員会) 

１．本学会に倫理委員会を設置する。 

２．倫理委員会の構成及び職務並びに権限は、別途倫理委員会規定にて定めるものとする。 

 

第９条(会計) 

本学会の運営に関する経費は、会費、寄付金及びその他の収入をもって充てる。 

 

第１０条(会費) 

会費は理事会がこれを決定する。 

 

第１１条(会計年度) 

本学会の会計年度は毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。 

 

第１２条（会則） 

会則の変更は会員総会の承認を経て行われるものとする。 

 

付則 

１．施行日 2012年2月17日 

２．最終改定日 2024年 月 日・同日施行 


